


登壇！ 6 月定例会

登壇！ 12 月定例会

１．危機管理
(1) 持続可能な消防団のために

行政がなすべきこと
(2) 市街地・住宅地の災害対策

として行政が優先すべきこと
(3) 市長の政治姿勢

１．プロポーザル方式入札のあり方
(1) 募集から審査・選定まで
(2) 候補者選定から契約まで
(3) 契約後から再契約（更新）まで

２．空き家大国の住宅政策と地方自治体
(1) 空き家対策事業の現状と実効性
(2) 農村部の空き家対策と移住政策
(3) 多死社会の到来と相続登記
(4) 市長の政治姿勢

▲ 市民タイムス 令和 3年 6月30日（水）

▲ 信濃毎日新聞
令和 3年12月 8日（水）

◀ 中日新聞
令和 3年12月 8日（水）

旧五常小学校校舎の活用事業者を募集したプロポ
ーザルに、疑問の声が相次いでいます。プロポーザ
ル方式は平成13年度に採用され、過去5年間の発注
は年に10件ほど、合計額は約30億円。主観的な要
素が加わるにもかかわらず、事業の担当部局任せで
行われています。ガイドラインを制定して公正性・
透明性・客観性を担保するよう強く求めました。

市内の空き家数2,839戸と発表されていますが、
水道閉栓は約20,000件。潜在的空き家も含めて対
策を強化すべきです。空き家大国と呼ばれる日本の
住宅政策に関する市長の考え・姿勢も問いました。

地域防災の要である消防団が定員
割れしています。道路交通法改正に
より、平成29年3月以降に取得した
普通免許では消防団配備の 3.5ｔ以
上の車両が運転できなくなりまし
た。団員確保のために、消防ポンプ
車の小型化検討・準中型免許取得の
助成制度創設・報酬額の見直しなど
を提案、市役所消防隊の活動につい
ても確認しました。後日の記者会見
で、市長が「消防団員へのコロナワ
クチン優先接種」を発表。心を寄せ
てくださって、うれしい限りです。



 

吉
村
コ
ラ
ム 

ち
ゃ
ぶ
台
も
勉
強
机

　
父
が
遺
し
た
家
屋
敷
と
農
地
が
あ
る
。

死
の
床
に
あ
る
父
に
「
守
る
」
と
約
束

し
た
。
何
と
し
て
も
守
り
抜
い
て
後

世
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
私
の
覚
悟
を
、

夫
と
子
ど
も
た
ち
が
理
解
し
て
く
れ
た
。

　

議
員
活
動
は
何
よ
り
優
先
か
つ
多
忙
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
議
会
繁
忙
期
は
農
繁

期
と
重
な
る
。
当
て
に
な
ら
な
い
私
な

ど
数
に
も
入
れ
ず
、
娘
夫
婦
が
先
頭
に

立
っ
て
四
季
折
々
に
力
を
発
揮
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
晩
秋
に
は
、
自

家
用
に
無
農
薬
有
機
栽
培
し
た
信
州
の

三
大
漬
け
菜
（
野
沢
菜
・
稲
核
菜
・
羽

広
菜
）
計
200
㎏
を
漬
け
込
み
、
友
人
宅

の
食
卓
ま
で
豊
か
に
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
令
和
３
年
春
、
臥
雲
市
政
初

と
な
る
市
の
組
織
変
更
は
大
が
か
り
な

も
の
で
あ
っ
た
。
総
合
戦
略
局
や
住
民

自
治
局
が
新
設
さ
れ
た
一
方
で
、
農
林

部
は
解
体
さ
れ
、
西
部
農
林
課
は
消
滅
、

農
政
課
は
産
業
振
興
部
へ
、
林
務
課
は

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
へ
と
移
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
総
合
戦
略
局
は
、
市
長
の
特

命
に
よ
る
行
政
施
策
の
調
査
研
究
や
調

整
な
ど
を
行
う
た
め
に
新
設
さ
れ
た
市

長
の
直
轄
部
門
。
総
合
戦
略
室
・
秘
書

広
報
室
・
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
・
お
城
ま
ち

な
み
創
造
本
部
・
ア
ル
プ
ス
リ
ゾ
ー
ト

整
備
本
部
か
ら
成
る
。
名
称
を
見
た
だ

け
で
市
長
の
肝
入
り
施
策
が
分
か
る
。

　

農
林
部
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、
私

は
今
も
っ
て
受
け
止
め
切
れ
な
い
。
何

し
ろ
松
本
市
は
、
農
業
産
出
額
で
県
下

第
１
位
。
農
業
は
重
要
な
基
幹
産
業

で
あ
り
、
し
か
し
、
従
事
者
の
高
齢
化

や
減
少
に
よ
り
存
続
の
危
機
に
差
し
か

か
っ
て
い
る
。
気
候
変
動
、
自
然
災
害

多
発
も
気
が
か
り
だ
。
今
が
大
切
、
今

が
正
念
場
。
そ
し
て
、
国
に
農
林
水
産

省
、
長
野
県
に
は
農
政
部
。
松
本
市
で

は
産
業
振
興
部
長
ひ
と
り
で
商
工
・
農

政
・
耕
地
・
労
務
を
所
管
す
る
と
い
う
。

い
か
に
有
能
で
も
大
変
す
ぎ
な
い
か
。

　

思
い
あ
ぐ
ね
て
い
る
う
ち
に
、
昨
年

は
農
林
業
ま
つ
り
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
地
産
地
消
カ
レ

ン
ダ
ー
も
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
小

学
生
へ
の
地
場
産
野
菜
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

取
り
止
め
と
な
っ
た
し
、
食
育
事
業
の

縮
小
も
予
告
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

農
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
。
食
も
ま

た
一
日
に
し
て
成
ら
ず
。
自
給
率
の
低

い
こ
の
国
に
あ
っ
て
、
松
本
市
は
ど
こ

へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

平
成
29
年
度
に
、
私
は
経
済
地
域
副

委
員
長
と
し
て
政
策
提
言
「
農
業
分
野

に
お
け
る
温
暖
化
対
策
―
プ
ラ
ス
２
℃

に
備
え
る
ー
」
を
書
い
た
。
令
和
元
・

２
年
度
に
は
同
委
員
長
を
務
め
、「
ス

マ
ー
ト
農
林
業
の
推
進
」
を
政
策
提
言
、

市
議
会
発
の
条
例
改
正
も
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
農
業
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、

ど
う
し
て
捨
て
ら
れ
よ
う
。

　

農
業
は
食
物
を
生
産
す
る
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
。
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自

然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
、

文
化
の
伝
承
、
食
育
に
代
表
さ
れ
る
教

育
…
…
お
金
で
買
う
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

　

私
は
農
業
倶
楽
部
「
千
歳
屋
」
を

立
ち
上
げ
た
。
利
き
酒
師
で
あ
る
娘
は
、

郷
土
の
食
文
化
研
究
に
励
ん
で
い
る
。

外
食
産
業
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
恩

師
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
文
化
発
信
事
業

と
い
う
側
面
を
強
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
発
信
も
始
め
る
。
シ
ン
ボ
ル
的

存
在
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
清
酒
「
寿
一
番
星
」

は
、
偶
数
年
の
10
月
１
日
（
日
本
酒
の

日
）
に
発
売
し
て
い
こ
う
。

　

私
が
引
き
継
い
だ
田
畑
は
、
父
母
や

祖
母
や
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
祖
父
や

先
祖
た
ち
の
汗
が
沁
み
込
ん
だ
財
産
だ
。

さ
さ
や
か
な
農
地
か
ら
、
様
々
な
農
作

物
と
と
も
に
、
夢
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

「
議
長
！
議
事
進
行
」。
12
月
定
例

会
、
吉
村
質
問
の
終
わ
り
間
際
に
ベ
テ

ラ
ン
議
員
の
声
が
議
場
に
響
い
た
。
▼

そ
の
ま
ま
本
会
議
は
一
時
中
断
。
状
況

は
よ
く
飲
み
込
め
な
い
が
、
胸
が
早

鳴
る
。
市
長
が
吉
村
に
対
し
て
発
し

た
反
論
が
、
議
長
の
許
可
が
必
要
な

「
反
問
権
行
使
」
に
当
た
る
の
で
は
と

の
異
議
申
し
立
て
ら
し
い
。
他
会
派

の
重
鎮
が
、
聞
く
に
堪
え
か
ね
て
放
っ

た
牽
制
球
、
議
会
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
唸
っ

た
。
▼
新
市
政
に
な
っ
て
初
め
て
議
会

を
傍
聴
し
た
日
、
慣
習
に
抗
い
つ
つ
自

ら
の
言
葉
で
語
ろ
う
と
す
る
新
市
長

に
感
じ
入
っ
た
。
吉
村
議
員
が
市
民
タ

イ
ム
ス
に
コ
ラ
ム
を
執
筆
し
て
い
た

頃
の
、
言
葉
と
格
闘
す
る
姿
と
重
な
っ

た
。
▼
ふ
と
、
調
停
委
員
を
務
め
る
友

人
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
た
。「
離

婚
調
停
も
、
相
手
に
一
生
懸
命
に
文
句

を
言
っ
て
い
る
う
ち
は
い
い
よ
、
ま
だ

望
み
が
あ
る
」。
異
論
は
情
熱
の
裏
返

し
か
。
▼
厳
寒
期
、
昨
秋
収
穫
し
た
野

菜
の
漬
物
を
茶
の
間
で
食
し
つ
つ
、
春

の
作
付
け
に
希
望
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
。
松
本
市
政
で
も
そ
ろ
そ
ろ
収
穫
が

見
た
い
。
多
事「
争
論
」か
ら「
奏
論
」へ
。

品
種
改
良
や
収
量
増
に
つ
な
が
る
議

論
で
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
欲
し
い
、
マ

ス
ク
着
用
の
上
で
ね
。（
結
城
子
）

農
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず

編 

集 

後 

記




